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はじめに

栽培暦は、農作物の生育を栽培法などとともに時

間を追って記録したもので、新しい栽培技術の普及

や産地形成のための働きかけの手段として、栽培試

験結果のとりまとめとして、また、地域研究の一環と

してなど、様々な目的で作成されてきました。これは、

見方を変えれば、その場所で作物が実際に生長した、

あるいは、しうることを示しており、農業活動のファ

クトデータ（実践記録データ）といえます。したがって、

これを有効活用すれば、リモートセンシング画像な

どの解釈を助けたり、気象データと組み合わせて作

物成長モデルを高度化するうえで大変役立ちます。

ところが、栽培暦はそれぞれの目的にあうように

多様な書式で記載され、それぞれの使命を終えた後

は、保存にも特段の配慮がされてこなかったので、

収集や再利用には多大な労力が必要でした。そこで、

インターネット技術を利用して、栽培暦を広く収集・

保存し、利用しやすい形で提供するデータベースを

構築しました。

多様な栽培暦とその数値化

作成する目的や、対象とする作物が多様であるた

め、栽培暦の記載方法や記載内容はきわめて多様で

す。このような栽培暦をデータベース化するために、

このデータベースでは、栽培暦を、作物名や年次な

どを記載した「概要」、記載事項や書式などを定めた

「数値化規約」、およびそれに基づいて記される「数値

化された暦」の3つのテーブルに分離して、保存し

ます（図1）。この保存方式をとると、様々な書式の栽

培暦を統一的に記録することが可能となり、しかも

栽培暦の本体は単純な数値の表とすることができま

す。したがって、同一書式の栽培暦同士は、直接的

に内容を数値として比較することができ、異なる書

式であっても、比較的単純な数値処理を介在させる

ことにより、対応する栽培暦の要素を比較することが

できます。栽培暦データベースには、この他に、暦

が対象とする領域の輪郭や現地の写真なども保存す

ることができます。

栽培暦の集積と共有

栽培暦は、数多く収集され様々な人に利用されて

初めて新たな価値を生みます。そこで、この栽培暦

データベースは、インターネット上に構築して広く

一般に公開することにしました（図2）。利用者は、

http://dccw.dc.affrc.go.jpにアクセスすることで、

登録などの手続きなしに公開されている栽培暦の検

索や取得をすることができます。

そして、広く栽培暦を収集するため、栽培暦の共

有に賛同する研究者や研究機関自らが、所有する栽

培暦を登録できるよう、登録作業もインターネット上

から実行できるようにしました。研究者や研究機関に

とっても、データベースに登録することは貴重な栽培
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図1　栽培暦の記録方式の模式図

�2003年に調査された香川県香川地域の水稲の栽培暦を
例に、データベースが栽培暦を記録する方法を示しまし
た。栽培暦は、「概要」、「数値化規約」、「数値化された暦」
の3つのテーブルに分割して記録されます。
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暦を散逸することなく保持できるとともに、広く社会

に還元することにつながります。

このようなオープンなデータの利用のほかに、こ

のデータベースには、特定の栽培暦を特定の利用者

に限定して公開する機能があります。この機能を利

用すると、研究遂行上の理由などから、将来的には

公開可能ながら現時点では一般公開できない栽培暦

を所有する研究グループが、大切な栽培暦をグルー

プ内に限定して共有でき、効率的に研究を推進する

ことができます。そして、研究終了後はそれを全世

界で有効に再利用することができます。

栽培暦データベースの利用例

MODISやAMSR-Eなどのように、観測頻度が高

い衛星センサーで水田を観測し、植生を示す指数や、

濡れた地表面に反応する指数を計算して観測時刻順

に重ね合わせると、水稲におけるこれら指数の季節

変化を観測することができます。栽培暦データベー

スから中国黒竜江省の栽培暦をダウンロードし、こ

れと比較しました（図3）。

すると、AMSR-E画像から計算されるNDPI36と

よばれる指数の示す特徴的な変化が、移植時期と収

穫時期に対応していることがわかりました。これを利

用すると、これまで衛星画像では困難とされていた

水稲の移植や収穫時期の把握が衛星画像で可能とな

ることが期待されます。

�

図2　栽培暦データベースの画面

�栽培暦データはインターネット上に公開され、Webブラ
ウザから利用することができます（上段）。キーワード（作
物名など）や地理範囲を指定して検索すると、条件に合致
した栽培暦が対象範囲の地図とともにリストアップされ
ます（下段）。検索結果は、表示するだけでなくダウンロー
ドすることもできます。

図3　中国黒竜江省の水田（北緯46.94度、東経130.28度）における衛星データから導出された指数と栽培暦の重ね合せ

�2005〜2007年の毎日の衛星データを処理し、平均的な季節変化を計算して栽培暦と重ねて示しました。MODIS画像から
計算された植生に反応する指数（NDVI）、濡れた地表面に反応する指数（LSWI）は水稲栽培の季節変化を表わしています。また
AMSR-E画像から計算されるNDPI36指数も水分条件に反応し、移植の時期に顕著に増加した後低い値となり、収穫期より再
び増加を示しています。


